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NPOがソーシャルメディアを 
使う理由（わけ） 

日本財団／ＣＡＮＰＡＮ 
 山田泰久 

Twitter：@canpan2009 

2012年2月16日 



× 

山田泰久（やまだやすひさ） 

• 日本財団のWeb・ソーシャルメディア担当 

• NPOの情報発信と資源循環のための公益コ
ミュニティサイト「CANPAN」の担当 

• NPOの情報発信支援 

 

Twitter：@canpan2009  

Facebook: http://www.facebook.com/yamadamay 

ブログ：http://blog.canpan.info/c-koza/ 
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寄付 
CSR 

公益 
活動 
支援 



× 

活動・応援のサイクルで、 

「民が民を支え、より良い社会」の実現へ 

情 報 

応援する人 応 援 

活動する人 
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公益に関わるすべての人にご利用いただける 

ウェブサイト「CANPAN」の運営 



× 

 

本日のテーマ 

   「ＮＰＯの情報発信の潮流」 

 

※NPOの情報発信に関するセミナー（計52回）
を通して感じたこと 
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なんの数字でしょうか？ 

２１，７２１ 

４３，６３１ 

４６，９９１ 
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よい団体とは 

よい活動とよい情報発信を 

行っている 

 

※活動だけでは社会は変わらない 
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ファンドレイジングと寄付 
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情報発信（周知啓発）から 

関係づくりへ 



× 
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共感情報 
（フロー） 

アクション 

信頼情報 
（ストック） 

検索と詮索 
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事業報告から経過報告へ 
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ブログの活用 

リアルタイムでリアルな姿 



× 
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ＮＰＯ法人マドレボニータ 



× 

白書や調査報告書 
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活動団体としてのＮＰＯ 

メディアとしてのＮＰＯ 
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社会を変える情報発信 

ＮＰＯ 社会 
社会的 
課題 

①活動 

②情報開示・発信 

社会的関心の高まり 
潜在的受益者の発掘 
新規活動者の参入 

③支援（ヒト・モノ・カネ） 

④関心 
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団体の公式アカウントと 

スタッフの個人アカウントの活用 

 

ＮＰＯ法人マドレボニータ 
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外部の協力者の参加 

 

東京里帰りプロジェクト 

仙台のとあるＮＰＯ 
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× 

ＮＰＯ代表者の問題提起 

 

ＮＰＯ法人フローレンスの駒崎氏 

ＮＰＯ法人「育て上げ」ネットの工藤氏 
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新しい公共 
官だけでなく、市民、NPO、企業などが積極的に公

共的な財・サービスの提供主体となり、身近な分野
において、共助の精神で活動する。 

 

ＮＰＯによる情報開示と資源循環 
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さらに新しい公共 

「新しい公共」で、積極的に公共的な財・サービスの
提供主体となったＮＰＯが、市民による参加の機会
を提供する。 
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ＮＰＯによる参加機会の提供 

（ソーシャルメディアの活用） 



× 

 

ソーシャルメディアで 

チャンス到来！！ 
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3月3日（土）１３：００～ 
日本財団ビル 



× 

ＮＰＯの情報発信 

セミナー資料 

 

ＣＡＮＰＡＮ講座/セミナー3.0 

http://blog.canpan.info/c-koza/ 
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